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戦前期日本炭鉱業における技術者の待遇
一炭鉱技術者小林寛を事例として－

はじめに

戦前期日本の炭鉱業に関する経済史的な分析

は，遠藤（1942）により先鞭がつけられ，隅谷

(1968）によって深化が図られた。それ以後，機

械化等に伴う労働環境の変化およびブルーカ

ラーの労働形態や労使関係の変化に着目した分

析などが主に進められた（田中（1984），荻野

(1993），市原（1997），北津（2011））。また昨今

では，経営史的な枠組みから炭鉱業界における

ホワイトカラーの労働形態を分析する研究もな

されている（長庚， 2009）。

一方で炭鉱業以外の工業分野においては，技

術者に焦点を当てた研究が盛んである（沢井

(2000），市原（2010））。沢井（2012, 1）による

と，技術者は「労働者（職人，職工）とは区別

された存在Jであり，中等教育や高等教育を受
けた後に企業へと供給される存在だと定義され

ている。つまり，技術者が専門技術を有するた

めには学校による中等教育あるいは高等教育が

必須で、あり，この過程を修了した者が技術者と

なり，企業の人員構成の中においてはブルーカ

ラーとホワイトカラーの中間に位置していたと

いうことになる。ここでj主目しておきたいこと

は，各技術者が企業から受ける評価や待遇が学

歴と不可分の関係にあったということと，技術

者の分析を行う上で当該期における教育制度に

ついての理解は欠かせないということであ

る1。技術者にも，その学歴や実績に応じた階層

がある。管理職に就けるのは上級～中級の技術

者であり，技術職には技士をトップとしたヒエ

ラルキーが存在していた。本稿で注目するのは，

この上級～中級グループに属する技術者であ

る。

近代日本の工業発展が，技術者によって支え

1戦前期における日本の教育制度については，天野（1992)

土方（1994）が詳しい。学歴による企業内での賃金や待遇の

違いについては，橘木ほか（2009）を参照のこと。
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られたことは既に多くの先行研究によって指摘

されているが，炭鉱業については技術者に焦点

を当てた研究は未だ不十分で、ある。この分野に

おいて技術者に焦点を当てた研究は，鈴木

(1996）のように団琢磨や牧田環など上級グ

ループの中でも特に上層の技術者に焦点を当て

たものとなっている。しかし，炭鉱業分野にお

ける団や牧田といった技術者や，紡績業におけ

る山辺丈夫といった技術者は，企業全体を見渡

して経営判断を行うジェネラリストという側面

が強いため，現場をよりよく知っている技術者

とは性格が異なっている。そのため本稿で、は，

団や牧田のような最ι層の技術者に焦点を当て
るのではなく，小林寛という現場のスペシャリ

ストである技術者を中心として，その周辺の人

物たちにも着目しながら，企業の中で技術者が

どのような待遇を受けていたのか，また学歴が

技術者にどのような影響を及ぼしたのかについ

て分析を試みたい。

1 .炭鉱技術者小林寛の来歴

小林は1876年鳥取県鳥取市に生まれ， 1894年

に鳥取尋常中学校を卒業し，同年第三高等学校

工学部機械科（後の京都大学教養部）に進学し

た（表1）。その後， 1898年7月に同校を卒業し

た小林は帝大へは進学せず，三井鉱山合名会社

（後に三井鉱山株式会社，以下三井鉱山と略記）

に入社して炭鉱機械を担当する技術者となっ

fこ20 

小林寛が大学に進学しなかったのは，家計上

の問題があったためである3。小林家は，鳥取藩

池田家の藩士でありfip坊主歩を勤めていた。御

2 小林の高等学校の在学期間は 4年間であるため，高等学

校3年間を終了した後，同専攻科（在学期間： 1年）に進学
し卒業したと考えられる。

3小林は筆まめな人物でもあったようで，寛の死後に養子
ふとし

の宇俊が遺稿を集め同顧録を作成している。これにより小

林家の家計状況が推察できる。
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表 1 小林寛略歴

年 出来事 備考

1876 誕生 鳥取藩士小林繁の四男（ 8人兄姉の末子）

1894 鳥取尋常中学校卒業 同年第ゴ高等学校入学

1898 第コ高等学校卒業 工学部機械科（就学期間4ヶ年）

二井鉱山合名会社入社 コ池炭積勤務（七浦坑，宮原坑）

1899 工兵科一年志願兵 工兵少尉

1903 結婚 鳥取藩士富田春壁（陸軍少佐）次女若江

1904 日露戦争従軍（工兵として） 左眼負傷→金鶏勲章功四級，工兵中尉

1905 凱旋，工手長（田JII) 

1908 主任補佐心得→主任心得

1911 罷役，欧米留学
英・独・米に 1年半の間自費留学。 Dr.ガル

フォースに師事。炭塵爆発について研究。

1913 復職，主任

1916 
筑豊炭積組合月報誌上「炭塵 1916.4～ 1918.10にかけて計20回の連載，北

爆発及其予防」を連載開始 海道炭横組合月報にも転載される

1918 主事兼主任 田川鉱業所主事兼鉱務主任又は鉱夫主任

1920 
罷役，基隆炭積株式会社取締

在台時には，基隆在郷軍人分会長も務める
役兼基隆鉱業所長

1928 退職

1938 死去

註：小林（1939），小林（1940a），小林（1940b），三井鉱山五十年史編纂委員会編（1944)
をもとに作成。

弓徒歩とは，禄三人扶持という士族階層中の最

下層であり，日常的に内職などを行うことで生

計を立てていた（小林， 1940b,110）。維新後の

小林家は更に窮乏し，寛の父は村役場の書記や

児童への撃剣指導，酒の小売，大阪への出稼ぎ

等を行うことによって，辛うじて生活していた

（小林， 1940b,113-114）。その上，小林家は8

人兄妹（寛が末子）という大所帯であったため

（図 1），寛の大学進学資金の捻出がいかに困難

なものであったか推察できょう。

小林は高等学校を卒業して三井鉱山に入社し

た後，入営していた時期と海外に留学していた

時期を除いて， 1928年に退任するまで三井一

筋，炭鉱技術者一筋の人物であった。その途中

で行われた1911年からの小林の留学は私費に

よるものであった。小林が留学した背景には，

1907年に豊国炭鉱で起こった爆発事故が関係

していた。小林はこの事故について，「豊国炭坑

が大爆発約三百丘十名の人を殺し申候。誠に是

技術者の一大責任問題なり」（小林， 1940b）と

綴っており，炭坑で起こる爆発事故の防止策に

関心を持っていた。小林が欧米留学を決意した

動機には，炭坑事故を防止することへの技術者

としての決意が存在していた。小林は炭坑事故

の原因として，炭塵爆発の可能性を指摘し，炭

塵爆発とその防止についての研究を行うため欧

米の炭鉱を訪れ，炭塵爆発事故についての知見

を深めている。小林は，事故防止の観点から炭

塵爆発の研究を進めた日本での第一人者であっ

fこ40

2 .技術者と教育機関

続いて，戦前期における技術者に関する教育

4小林寛が行った炭塵爆発事故の研究については，別稿を

準備中である。
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図1 小林家系図

伝 （小林）

点、き （遠藤薫に嫁す）

伝内 伝内 繁 「きく （原田義重に嫁）

（曾祖父） （祖父） （父） 久治 （幼名久、生尾家を嗣ぎ
て後久治と改名せらる）

武 （津原家を嗣ぐ）

いと（母）｜

とみ （小林）

なを （平瀬俊二に嫁す）

寛 （分家して小林家を創立す）

出典：小林（l940b, 111）をもとに作成。

機関について確認していく。技術者の育成に中

等～高等教育機関での専門教育が必須で、あるこ

とは，既に市原（2010）や沢井実（2012）等に

よって着目されてきた。ここで戦前期の日本に

おいて，技術者を養成した機関にはどのような

ものがあったのか触れておこう。戦前期の学校

制度は完成が大正期後半であるため，時期に

よって多少の変遷がある。また技術以外の専門

教育機関も当然存在していたが，ここでは技術

者の養成に必要であった教育機関のみに焦点を

当てる。従来の研究史（百瀬（1990,377-397)' 

竹内（1999,27））で看過されてきた，帝大へ進

学しない高等教育機関経験者を踏まえて図2を

作成した。学校制度の中で，技術者となるため

に必要な経路は次に示すとおりである。①尋常

小学校→中学校→高等学校大学子科→帝国大

学，または尋常小学校→七年制高校→帝国大学，

②尋常小学校→中学校→高等学校5，③尋常小学

校→中学校→高等工業（専門学校），④尋常小学

校→高等小学校→工業学校（実業学校）である。

一般的に戦前期の日本には学歴による身分制

度が存在しており，それが最終学校卒業後の就

職，就職後の昇進や賃金の多寡に強い影響を及

ぼしていたことは周知のとおりである（竹内，

1999）。グループ①に分類される技術者の最終学

歴は帝大であり，このグループの特徴は，高等

教育機関を帝大卒業まで経験していることであ

る。グルーフ。②には，高等学校には進学したが

図2 近代日本の技術者と教育機関

大学院

帝国大学
（専攻科）

業
校
工
学
等
門
高
専

高等学校（含大学予科）
7年制高校

出典・百瀬孝編（1990,377 397），竹内（1999,27）をもとに作成。

中学校

尋常小学校

工業学校

（実業学校）

高等小学校

5 従来看過されてきたグループ②の存在については，小林

の母校である鳥取尋常中学の卒業生を対象として現在別稿

準備中である。



西尾典子

帝大には進学せず，最終学歴は高等学校となる

技術者を分類した。小林寛はこのグループに属

している。グループ③は，技術者を育成する専

門の高等教育機関である高等工業を最終学歴と

するものである。グループ①，②，③の共通点

は，高等教育機関に進学したことである。しか

しこの内のグループ②及ぴ③は，高等教育機関

の最高峰であった帝大へ進学・卒業することな

しその前段階までしか所属していない。一方

で，グループ④に属する技術者は，高等教育機

関に所属した経験がない。このグループの最終

学歴は工業専門学校などの中等教育機関であ

る6。このグループに属する技術者は，基本的に

工手・王子長といった下級技術者止まりであっ

fこ。

三井鉱山では，「学校程度」という独自の分類

によって初任給の額が決められていた7。技術者

の区分でみていくと，帝国大学程度とされてい

たのは工学部と理学部出身者のみであり，初任

給は60円から65円であった。次に私立大学程度

と位置付けられたのは，早稲田大学理工科，明

治専門学校，東京・大阪・名古屋・熊本・京都

の各高等工業高校出身者で，初任給は40円から

45円であった。加えて，専門学校の区分には東

北帝国大学工学専門課程，秋田鉱山専門学校，

同文書院採鉱科が分類されており，初任給は35

円から40円と決められていた。事務職の場合に

もこの「学校程度」という学歴による区分が適

用されており，技術職の場合と同様，出身学校

によって初任給が異なっていた。このことから，

三井鉱山では初任給の段階で既に学歴による賃

金格差が存在していたことが分かる。

第3章で行う分析の主眼は学歴の差によっ

て，戦前期三井鉱山における技術者の待遇にい

かなる格差が生じたのか検証することにおいて

いる。その具体例として，小林寛の俸給や役職

の上昇について，他の学歴グループ出身の技術

者と比較しながら確認する。ここで注意すべき

は，技士，技手，王子，工手長という技術者の

区分は，あくまで一般的な職階だということで

6 近代の工業に関する中等教育機関については，沢井

(2012）の第二部を参照とされたい。
7三井鉱山五十年史編纂委員会編 (1944,46）。ここで取上

げたデータは1921年のものであるが，詳しくは後述するよ
うにこのような格差は明治期から存在していた。

ある。次章で詳述するように，三井鉱山での役

職名と職階は一般的な使用法と異なるのみなら

ず，時期や勤務地によっても変化していた。そ

れらの一部を示したものが，表2である。三井

鉱山では，所長や部長級のことを「管事」，事務

長や技士長級のことを「管事補」，主任級（技士

や技子などの多くの中級から上級技術者がこの

役職に属する）のことを「参事j，書記長や王子

長級のことを「参事補」（一部技手もここに属す

る），工手のことを「技士」と呼ぶ場合があった。

この他にも，三井鉱山では特殊な役職名を設け

ている場合もあり，その役職名から技術者の職

階を分類することは考察を必要とする。このこ

とに留意しながら，次章ではより詳しい分析を

試みたい。

3 .三井鉱山における技術者の待遇

一小林寛とその周辺を中心として一

三井鉱山における技術者の待遇を検証する上

で，役職名の特異性について更に詳しく言及し

ておく。三井鉱山での役職名と職階とに差異が

あったことは，三井鉱山も理解していたようで，

役職名の特異性についての説明が付されたり，

また場合によっては改称されたりしていた。表

3は，表2と対応させつつ三井鉱山の役職名を

表したものである。まず確認できることは，三

井鉱山の職員は大きく幹部職員と平職員の 2つ

に区分されていたことである。幹部職員に分類

されている職員の役職名とどのような人材がそ

こに配置されていたのかについてみていこう。

三井鉱山の幹部職員のトップとして，鉱業所で

は所長・次長・主事が置かれた。三井鉱山五十

年史編纂委員会編（1944,10）によると，主事

表2 三井鉱山における役職名と職階(1)

職名 ｜職階

管事 ｜所長部長級

管事補 ｜事務長，技士長級，（技士）

参事 ｜主任級，（技士，技手）

参事補 ｜書記長，王子長級，（技手）

技士，書記 l王子，書記級
出典：三井鉱山五十年史編纂委員会編（1944
年， 3-6）をもとに作成。
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は「当該時代の当該部属の統理責任者である意

味から部長所長に準ずる」と書かれている。三

井鉱山で所長・次長・主事と呼ばれる役職を職

階に置き直すと，所長や部長といった地位と対

応していた。この層についで幹事・技士長・事

務長が置かれた。幹事は後に参事と統合された

役職であり，主任級以上の職階に相当していた

（表2）。技士長には，採砿担任と機械担任の2種

類があった。これらの役職には，職階でいうと

ころの技士級の技術者が就任していた。その下

に課長・主任が置かれているが，これらは坑長

などの現場責任者，現場主任者を指す名称で

あった。さらにその下におかれた工務員・事務

員までが幹部職員層である。工務員には，技士

級や一部の技手級が就任した。表3で示した幹
部職員の役職の内，事務長と事務員は技術職で

はないため説明を割愛する。次に，幹部職員層

の下に置かれた平職員は，取締とその下に置か

れた掛・方からなっている。取締には，技手級

と一部の王子長級の技術者が，掛や方には工手

級の技術者が就任した。

表4では，第2章で行った学歴別のグループ

分けに着目しつつ， 1898年前後の時期に入社し

た職員の役職の変遷についてまとめた。尾形次

郎は1898年に東京帝国大学工学部電気科を卒

業し，同年三井鉱山に入社した技術者であった

ためグループ①に属している8。尾形は，入社5

年目の1902年には最末端の幹部職員である工

務員の役職に就いている。その3年後の1905年

には主任補佐員となり一年を経ずして主任に就

任している。主任は，工務員より上位の幹部職

員である（表3）。その後は， 1908年に主任兼技

士， 1911年に技士長心得9,1916年に技士長， 1918

年に次長兼本店主事， 1920年に本店主事兼所長

というように順調な昇進を続けている。

他方で小林寛は，第三高等学校工学部機械科

を卒業しているのでグループ②に属する技術者

である。しかし，三井鉱山の資料によると小林

の最終学歴は「高工Jとされている。三井鉱山
では，帝大卒業者でなく，かっ高等学校を卒業

したグループ②は，グループ③と同等で、あると

みなされていた。その小林の役職の変遷をみる

表3 三井鉱山における役職名と職階（2)

＼＼＼  職名 備考（表2）との対応

所長

次長 所長級，部長級

主事

幹事

幹部職員
技士長 事務長級，技士長級（技士），主任級（技士）

事務長

課長
主任級（技士）

主任

工務員
主任級（技士，技手），書記長級，工手長級（技手）

事務員

取締 書記長級，王子長級（技手，王子長）

平職員 桂ト
工手級，書記級

方

出典：三井鉱山五十年史編纂委員会編（1944年， 3-6）をもとに作成。

8尾形次郎は後に三井鉱山の 4代会長となった（松下，

1941, 71）。
9 技士長心得というのは，技士長のひとつ下の職階である。
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表4 1898年前後入社職員の役職の変遷
1898 1899 1900 1901 1902 1903 1904 1905 

氏名（出身・卒業年） 採用 グループ 役職 役職 役職 役職 役職 役職 役職 役職

尾形次郎（帝大工・ 1898) 1898 ① 目属託 技士補助 工務員
l:任補佐
員→tイチ

属最古（帝大法・ 1898) 1901 ① 取調係 秘書 主任代理

小林寛（高I：・ 1898) 1898 ② 罷役 入営→復職
取締助手

取締助子 取締 応、討 (11＼征）
除隊→L

→取締 子長

I主＇ii->M欽一郎（，：＇： j商・ 1898) 1900 ③ 計算｝j 主任補助 Hr:，心得

松田闘（工業・ 1901) 1901 ④ 修業生 雇

西村民也（商業・ 1898) 1898 ④ 書記

天野鉄五郎（実地家） 創立当初 その他
罷役→解

工手長
原→嘱託

佐藤長II輔（実地家） 創0：当初 その他 取締
主任補佐

w. 
！点、田久（実地家） 1897 その他 書記 （出征）

1906 1907 1908 1909 1910 1911 1912 1913 

氏名（出身・卒業年） 採用 グルーフ。 役職 役職 役職 役職 役職 役職 役臓 役職

尾形次郎（帝大工・ 1898) 1898 ① 兼技士 欧米出張
技士長補 技士長心

佐兼主任 得兼£1壬

参事補佐
間参事欧

属最古（帝大法・ 1898) 1901 ① 
員

米出張随 王管

1r 

主任補佐
罷役（欧 復役→ i:

小林寛（商工・ 1898) 1898 ② 心得→主

イ壬，心得
米旅行） f工

高ifH欽一郎（高商・ 1898) 1900 ③ 主任
兼参事補佐

n 
松田凶（工業・ 1901) 1901 ④ 王子

西村民也（商業・ 1898) 1898 ④ 

；天野鉄五郎（実地家） 倉lj立当初 その他

佐藤知輔（実地家） 倉lj立当初 その他

！点目久（実地家） 1897 そのf也

1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920 1921 

氏名（出身・卒業年） 採用 グループ 役職 役職 役職 役職 役職 役職 役職 役職

尾形次郎（帝大工・ 1898) 1898 ① 
技士長兼 次長兼本 本店主事兼

主任 店主事 所長

属最古（帝大法・ 1898) 1901 ① 
主事兼本

部長，心得 部iえ
店主事

小林克（高工・ 1898) 1898 ② 
主事兼主 罷役（基隆

イ千 炭鉱）

支那，馬 j巷務長心
港務所所

r:':ii川鉄一郎（高商・ 1898) 1900 ③ 来方面 1＇.｝兼H壬 帰来を命ず

出張 兼i：管
長

松田闘（工業・ 1901) 1901 ④ 

丙村氏也（商業・ 1898) 1898 ④ 書記，C>i?}
帰東（瀬尾

商店）

天野鉄五郎（実地家） 創立当初 その他 技土

佐藤知輔（実地家） 創立当初 その他 依願解雇

原田久（実地家） 1897 その他
1；子長

心得

出典：三井鉱山五十年史編纂委員会編（1944年）付表をもとに作成。
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と， 1898年の入社と同時に入営したため，罷役

となり翌年復職し 10，取締助手を経て平職員で

ある取締となっている（表3）。小林は， 1905年

に取締のひとつで、ある王子長に横滑りし，伊田

坑を新撃することとなった1908年に開撃主任

心得に就任した。主任は，幹部職員の最末端の

工務員であるが，主任心得は平職員であり，再

び、横滑りの職階であった。小林は，この三井鉱

山の処遇について「大学出身ならざる悲しさは

未だに心得の二字を附せざるを得ず。（中略）致

方なし（小林， 1940b,45)Jと兄への手紙で、述

べている。小林が幹部職員である主任となった

のは1913年であり，入社15年を経ていた。

同時期に入社した尾形・小林の両者が幹部職

員となるのに要した期間は，尾形が5年，小林

は15年であった。つまり，尾形が幹部職員とし

て順調に昇進を続ける一方で，小林は入社後15

年間にわたって干職員としての待遇を受けてい

た。以上を踏まえると，小林が書き遺している

ように，大学出身であるか否かは，三井鉱山で

の待遇に影響を及ぼしていたことが確認でき

る。それがより顕著であるのは，中等教育機関

である工業学校を終えた後，三井鉱山に入社し

た松田園の事例である。グループ④に属する松

田は， 1901年に三井鉱山に入社し， 1906年に工

子となって以後，それ以上の職階に累進できな

かっfこ。

ここで，実地家の存在について触れておく。

三井鉱山の規則によると，「職員構成の一半をな

すものに従業員よりの特進者がある。学校出に

対し，所謂実地家と呼ばれるものであるJとなっ
ている 11。このように，実地家とは「学校出」と

対照的な存在であり，本稿で、千tつた学歴で
たク、、ル一フ。分けのどこにも属さない人材という

ことになる。この人材の役職の変遷を確認して

おくと，天野鉄五郎は1900年に一度罷役となり

解雇された後，嘱託として再雇用され， 1905年

に平社員に該当する王子長となり， 1918年には

技士になった。次に佐藤知輔についてみていく

じ 1898年に取締となり， 1905年に主任補佐員
となった後， 1920年に依願解雇となるまでその

10小林寛は1898年に一年志願兵として陸軍に入営したた
め，復職まで2ヵ年の猶予が与えられる「罷役」とし寸三井
鉱山の制度が適用された。
11三井鉱山五．十年史編纂委員会編（1944,20-21）。

役職にあった。原田久は1902年に書記となり，

1914年に工手長心得となっている。ここから，

実地家の職階や役職は最高で、も佐藤の役職名な

しの技士であり，何れも学歴保有者と比べ低く

抑えられていたことが分かる。

では，俸給面ではどのような差異があったの

であろうか。三井鉱山の初任給は，学歴による

賃金格差が慣習として出来上がっており， 1910

年代にそれが明文化された（三井鉱山， 1944,

41-49）。図3は，表4で示した人物たちの俸給

の変化をグラフにしたものである。まず，学歴

保有者である尾形次郎（グ、ルーフ。①），小林寛（グ

ループ②），松田園（グループ④）の俸給を比較

すると，俸給の差は初任給段階から存在し，か

つ入社後の俸給の増額にも格差が存在してい

た。三井鉱山入社から小林が日露戦争に出征す

るまでの聞の尾形と小林の昇給ペースは，尾形

が70円に対して小林は30円であった。また入社

後20年以上経過した1920年時点の俸給に注目

すると，小林の俸給は尾形の6害1rn§程度の値と

なっている。更に，高等教育を受けていない松

田の俸給が低く抑えられていたことも看取でき

る。次に，学歴を有していない実地家の俸給を

確認していくと，佐藤知輔は，小林寛よりも高

く推移していたことが分かる。また，同じく実

地家の天野鉄五郎や原田久の俸給は，グループ

④に属する松田よりも高く推移していた。

ここから，三井鉱山では学歴を保有する技術

者の昇格や昇給が，明確に学歴と対応したもの

であったことが分かる。また，学歴を有してい

ない実地家は学歴保有者と比べ昇格できる役職

が限定的であった反面，昇給については各自の

実力に応じて学歴保有者並みか，それ以上に行

われていた。加えて，技術職ではなく非技術職

である事務畑の俸給に注目しておくとグループ

①に属する属最古とグループ③に属する高洲

鉄一郎とでは1917年に至る迄，俸給の額や俸給

の伸ぴに格差を見出すことはできない。故に，

技術畑は事務畑よりも，高等教育機関を帝大ま

で所属したことが重視されていたといえよう。

また，技術畑の小林（グルーフ。②）と事務畑の

高洲（グループ③）とを比較した際に，役職の

変遷や給与面で後者が優位となっていることも

注目に値する。
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図3 1898年前後入社職員の俸給比較
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出典：三井鉱山五十年史編纂委員会編（1944）付表をもとに作成。

おわりに

少々蛇足になるが， 1920年代以降の三井鉱山

にまで日を配ると，学歴保有者に対する昇格・

昇給のベースは画一的なものとなっていった

（三井鉱山五十年史編纂委員会， 1944）。具体的

には，入社時期が同じで最終学歴が帝大卒，す

なわちグループ①であれば入社16年後に参事

に，また入社時期が同じでもグループ②や③で

あれば，クやルーフ。①が参事に昇格する時期に参

事補に昇格するというような人事がなされるよ

うな具合であった。加えて昇給については，徐々

に事務畑が技術畑を凌いでいくようになってい

くという変化が起きていたが，技術畑だけに限

定すると，グループ①とグループ②あるいは③

の聞には，第3章で述べたものと同様の格差が

存在していた。

戦前期の三井鉱山での非技術職である事務畑

においては，高商などで高等教育機関への所属

を終えたグループと，帝大まで、高等教育機関へ

の所属を完了したグループとでは昇進や俸給に

大きな格差は見られない一方で、，技術職におい

てはどのような高等教育機関に所属していたの

かということが重視され，昇進や俸給といった

待遇面で歴然とした格差が存在していた。ここ

から，三井鉱山が技術者の学歴を重視していた

ことが看取できる。これは，牧田環や帝大卒の

技術者たちに与えられた役割は，炭鉱などの現

場に直接に係るスペシャリストとしての技術者

ではなく，技術的な知識をもとに会社全体を見

渡すジェネラリストとしての技術者としてのも

のであったことに注意する必要がある。これに

対して，本稿で注目した小林寛に代表されるよ

うな，現場を直接的に担当するスペシャリスト

としての技術者は，その技術力を必要とされて

いるにもかかわらず，給与や待遇という面では

帝大卒の技術者よりも遥かに低く，それどころ

か帝大卒の事務畑よりも低く抑えられていた。

つまり三井鉱山という技術が重要な企業におい

てさえも，スペシャリストとしての技術者を，

技術の知識を持った帝大卒のジェネラリストや

帝大卒の事務畑よりも軽視する傾向にあったの

である。

現代の日本企業においても，技術者軽視や事

務職の優遇という問題が提起されている。例え

ば東京電力による技術者軽視と原子力発電所の
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問題については志村嘉一郎（2011）などによっ

て指摘がなされている。しかし，それは現代に

始まった問題ではなく，歴史的にみてもその傾

向が明白であり，近代日本の中に既に内包され

たものであったといえるであろう。
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